
 
 

消化器内科 Gastroenterology 
 

１． スタッフ構成(2025 年 3 月時点) 
 二宮 朋之(副院長、地域医療キャリア形成支援センター長、経

営改革推進本部副本部長、地域医療連携室長、医療秘書管理

室長) 
1990年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患(特に消化管疾患) 
資格：日本内科学会総合内科専門医・指導医、日本消化器病学

会消化器病専門医・指導医、日本消化器内視鏡学会消化器内視

鏡専門医・消化器内視鏡指導医、日本超音波医学会超音波専門

医・超音波指導医、日本がん治療認定医機構がん治療認定医、

日本消化管学会胃腸科専門医・胃腸科指導医、厚生労働省臨床

研修指導医 

 平岡 淳(主任部長) 
1998年鹿児島大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患(特に肝疾患・肝癌) 
資格：日本内科学会総合内科専門医・指導医、日本消化器病学

会消化器病専門医・指導医、日本消化器内視鏡学会消化器内視

鏡専門医、日本肝臓学会肝臓専門医・指導医、日本超音波医学

会超音波専門医・超音波指導医、厚生労働省臨床研修指導医 

 壷内 栄治(部長、消化器病センター副センター長) 
1996年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患(特に消化管疾患) 
資格：日本内科学会総合内科専門医・指導医、日本消化器病学

会消化器病専門医・指導医、日本消化器内視鏡学会消化器内視

鏡専門医・消化器内視鏡指導医、日本肝臓学会肝臓専門医、日

本消化管学会胃腸科専門医・胃腸科指導医、日本ヘリコバクター

学会H.Pylori(ピロリ菌)感染症認定医、厚生労働省臨床研修指導

医 

 宮田 英樹(部長、内視鏡室長) 
1996年札幌医科大学卒 
専門分野：消化器疾患(特に胆膵疾患) 
資格：日本内科学会認定内科医・指導医、日本消化器病学会消

化器病専門医・指導医、日本消化器内視鏡学会消化器内視鏡専

門医・消化器内視鏡指導医、日本胆道学会指導医、日本膵臓学

会指導医、厚生労働省臨床研修指導医 

 多田 藤政(部長) 
2003年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患(特に肝疾患・肝癌) 
資格：日本内科学会総合内科専門医・指導医、日本消化器病学

会消化器病専門医・指導医、日本消化器内視鏡学会消化器内視

鏡専門医・消化器内視鏡指導医、日本超音波医学会超音波専門

医・超音波指導医、日本肝臓学会肝臓専門医・指導医、日本糖尿

病学会糖尿病専門医、日本がん治療認定医機構がん治療認定

医、日本プライマリ・ケア連合学会プライマリ・ケア認定医・指導医、

厚生労働省臨床研修指導医 

 黒田 太良(部長) 
2007年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患(特に胆膵疾患) 
資格：日本内科学会総合内科専門医・指導医、日本消化器病学

会消化器病専門医・指導医、日本消化器内視鏡学会消化器内視

鏡専門医・消化器内視鏡指導医、日本膵臓学会指導医、日本肝

臓学会肝臓専門医、日本胆道学会指導医、日本プライマリ・ケア

連合学会プライマリ・ケア認定医・指導医、厚生労働省臨床研修

指導医 

 大濱 日出子(部長) 
2007年鳥取大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患(特に肝疾患・肝癌) 

資格：日本内科学会総合内科専門医・指導医、日本消化器病学

会消化器病専門医、日本超音波医学会超音波専門医・超音波指

導医、日本肝臓学会肝臓専門医・指導医、日本がん治療認定医

機構がん治療認定医、厚生労働省臨床研修指導医 

 川村 智恵(部長) 
2008年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患(特に消化管疾患) 
資格：日本内科学会総合内科専門医・指導医、日本消化器病学

会消化器病専門医・指導医、日本消化器内視鏡学会消化器内視

鏡専門医・消化器内視鏡指導医、日本肝臓学会肝臓専門医、厚

生労働省臨床研修指導医 

 兼光 梢(部長) 
2010年大分大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患(特に胆膵疾患) 
資格：日本内科学会認定内科医、日本消化器病学会消化器病専

門医、日本消化器内視鏡学会消化器内視鏡専門医、日本肝臓学

会肝臓専門医、日本膵臓学会指導医、日本がん治療認定医機構

がん治療認定医、厚生労働省臨床研修指導医 

 北畑 翔吾(医長、IBD センター長) 
2012年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患 
資格：日本内科学会認定内科医・総合内科専門医、日本消化器

病学会消化器病専門医、日本消化器内視鏡学会消化器内視鏡

専門医、日本肝臓学会肝臓専門医、厚生労働省臨床研修指導医 

 泉本 裕文(医長) 
2014年福岡大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患 
資格：日本内科学会認定内科医、日本消化器病学会消化器病専

門医、日本消化器内視鏡学会上部消化管内視鏡スクリーニング

認定医・大腸内視鏡スクリーニング認定医・消化器内視鏡専門医、

厚生労働省臨床研修指導医 

 大西 慶(医長、地域医療キャリア形成支援センター勤務) 
2014年自治医科大学卒 
専門分野：消化器疾患 
資格：日本内科学会認定内科医・指導医、日本消化器病学会消

化器病専門医、日本消化器内視鏡学会上部消化管内視鏡スクリ

ーニング認定医・大腸内視鏡スクリーニング認定医・消化器内視

鏡専門医、日本病院総合診療医学会認定医、厚生労働省臨床研

修指導医 

 松岡 順子(非常勤医師) 
2006年自治医科大学卒 
専門分野：消化器疾患 
資格：日本内科学会総合内科専門医、日本消化器内視鏡学会消

化器内視鏡専門医、日本プライマリ・ケア連合学会プライマリ・ケア

認定医 

 加藤 佳夏子(内科専門研修プログラム専攻医) 
2020年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患 

 松岡 海南(内科専門研修プログラム専攻医) 
2021年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患 

 松田 拓也(内科専門研修プログラム専攻医) 
2021年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患 

 村川 和也(専攻医) 
2021年山形大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患 



 
 

 中村 綾花(内科専門研修プログラム専攻医) 
2022年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患 

 木村 優伽(専攻医) 
2022年香川大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患 

 岩﨑 竜一朗(診療委託) 
 寺尾 美紗(診療委託) 
 須賀 義文(診療委託) 

 

２． 実績 

■ 疾患別入院患者数 

疾患名 患者数 

食道癌 86 

食道・胃静脈瘤 48 

胃潰瘍 28 

胃癌 134 

胃ポリープ 35 

十二指腸潰瘍 11 

十二指腸癌 13 

十二指腸ポリープ 8 

潰瘍性大腸炎 7 

クローン病 8 

イレウス 49 

結腸憩室炎 9 

結腸憩室出血 20 

大腸ポリープ 55 

大腸癌 77 

S 状結腸軸捻転 6 

肝炎 14 

自己免疫性肝炎 1 

肝硬変 21 

肝癌 148 

膵炎 75 

自己免疫性膵炎 9 

膵癌 133 

急性胆嚢炎 23 

胆嚢癌 15 

急性胆管炎 31 

総胆管結石性胆管炎 111 

胆管癌 52 

総胆管結石 125 

その他 364 

合計 1,716 

 
 
 
 

■ 主な検査・治療・手術件数 

検査・治療・手術名 症例数 

上部消化管内視鏡検査 5,217 

下部消化管内視鏡検査 2,540 

食道静脈瘤硬化術、結紮術 55 

内視鏡的止血術(上部消化管) 38 

内視鏡的食道拡張術 45 

上部消化管異物除去 26 

内視鏡的胃瘻造設術 36 

内視鏡的大腸ポリープ切除 834 

内視鏡的粘膜下層剥離術(食道) 23 

内視鏡的粘膜下層剥離術(胃) 128 

内視鏡的粘膜下層剥離術(大腸) 69 

内視鏡的大腸止血術 67 

上部イレウス管挿入 51 

大腸イレウス管挿入 4 

大腸ステント留置 45 

小腸内視鏡 16 

カプセル内視鏡 33 

超音波内視鏡(上部・下部) 415 

ERCP 694 

EST 271 

内視鏡的截石術 242 

内視鏡的胆道ドレナージ 286 

管腔内超音波内視鏡検査(IDUS) 47 

腹部超音波検査 4,904 

腹部造影超音波検査 176 

腹腔動脈造影(TAE 除く) 3 

肝腫瘍に対する肝動脈塞栓術 98 

RFA 52 

エコー下肝生検 16 

経皮的エコー下肝腫瘍生検 31 

肝硬度測定 282 

経皮経肝胆道ドレナージ 13 

胆嚢ドレナージ 3 

肝膿瘍ドレナージ 15 

BRTO 20 

 

３． 2025 年度目標 

(1) 医療レベルのさらなる向上 
医療レベルをさらに向上させ、愛媛県内のみならず、全国的に

もトップレベルの診療ができるように診療のレベルアップを目指しま

す。 
(2) 医療安全の推進 

リスクを伴う処置、治療が多いため、各人の医療安全意識の向

上に努めるとともに、医療事故の発生確率を低下させるシステムづ

くりを医療スタッフと共に推進します。 
(3) 医学的エビデンスへの貢献 



 
 

当院の診療経験で得られた知見をガイドライン作成に貢献でき

るような学術論文として継続して報告していくことで、自らの医療レ

ベルの継続的振り返りを心がけて日常診療へフィードバックを行い

ます。 
 

４． 学術関係 

(1) 学会発表および講演 
1. 中谷康輔、平岡淳、多田藤政、福本真惟、柳原映美、實藤洋伸、村上大

晟、大西慶、泉本裕文、兼光梢、北畑翔吾、川村智恵、黒田太良、宮田

英樹、壷内栄治、二宮朋之、中村由子、廣岡昌史、日浅陽一. 切除不能

肝細胞癌に対するアテゾリズマブ+ベバシズマブ併用療法早期に腫瘍内

出血と仮性動脈瘤形成を呈した一例. 第 29 回日本肝がん分子標的治療

研究会. さいたま (2024.1.26-27) 
2. 平岡淳、多田藤政、中谷康輔、二宮朋之、廣岡昌史、日浅陽一. 肝細胞

癌に対するラジオ波治療で免疫アジュバント治療をすべき症例の臨床像. 
第 29 回日本肝がん分子標的治療研究会. さいたま (2024.1.26-27) 

3. 多田藤政、平岡淳、中谷康輔、柳原映美、實藤洋伸、泉本裕文、北畑翔

吾、兼光梢、川村智恵、黒田太良、宮田英樹、壷内栄治、今井祐輔、中

村由子、小泉洋平、吉田理、廣岡昌史、二宮朋之、日浅陽一. 当院にお

ける切除不能肝細胞癌に対する全身薬物療法の変遷. 第 29 回日本肝

がん分子標的治療研究会. さいたま (2024.1.26-27) 
4. 平岡淳. 複合免疫療法時代を踏まえた肝細胞癌逐次治療の役割. 第 29

回日本肝がん分子標的治療研究会. さいたま (2024.1.26-27) 
5. 中谷康輔、平岡淳、多田藤政、松田拓也、松岡海南、柳原映美、實藤洋

伸、泉本裕文、兼光梢、北畑翔吾、川村智恵、中村由子、黒田太良、小

泉洋平、廣岡昌史、壷内栄治、日浅陽一. Child-Pugh 分類 B のミラノクラ

イテリア内 HCC 症例における RFA が肝予備能に与える影響. 第 2 回日

本アブレーション研究会. 岡山 (2024.2.10) 
6. 多田藤政、平岡淳、中谷康輔、松岡海南、松田拓也、福本真惟、柳原映

美、實藤洋伸、村上大晟、大西慶、泉本裕文、北畑翔吾、兼光梢、川村

智恵、黒田太良、宮田英樹、二宮朋之、吉田理、廣岡昌史、日浅陽一. 
Child-Pugh B のミラノクライテリア基準内肝細胞癌に対するラジオ波焼灼

術の治療成績：Performance status 別の検討. 第 2 回日本アブレーション

研究会. 岡山 (2024.2.10) 
7. 加藤佳夏子、大濱日出子、平岡淳、多田藤政、福西芳子、柳原映美、加

藤雅也、實藤洋伸、泉本裕文、植木秀太朗、吉野武晃、北畑翔吾、川村

智恵、黒田太良、須賀義文、宮田英樹、二宮朋之、広岡昌史、日浅陽一. 
初回治療でラジオ波焼灼術を施行したミラノクライテリア内肝細胞癌の腫

瘍マーカー上昇と予後. 第 2 回日本アブレーション研究会. 岡山 (2024. 
2.10) 

8. 平岡淳、多田藤政、中谷康輔、福本真惟、二宮朋之、廣岡昌史、日浅陽

一. 複合免疫療法時代に肝細胞癌に対するラジオ波治療で免疫アジュ

バント治療をすべき症例とは?. 第 2 回日本アブレーション研究会. 岡山 
(2024.2.10) 

9. 畑中健、柿崎暁、平岡淳、多田俊史、狩山和也、谷丈二、厚川正則、豊

田秀徳、長沼篤、熊田卓. 肝細胞癌に対するアテゾリズマブとベバシズマ

ブ併用療法後の curative conversion について：その予測因子と治療成績. 
第 2 回日本アブレーション研究会. 岡山 (2024.2.10) 

10. 平岡淳、熊田卓. 日本における切除可能肝細胞癌に対する全身薬物療

法の現状：多施設共同研究リアルワールドデータ Real-world clinical prac-
tice data of systemic chemotherapies for unresectable hepatocellular carci-
noma from Japanese multicenter study group. 第 21 回日本臨床腫瘍学会

学術集会. 名古屋 (2024.2.22-24) 
11. Atsushi Hiraoka、Fujimasa Tada、Kosuke Nakatani、Tomoyuki Ninomiya、

Masashi Hirooka、Yoichi Hiasa. Clinical features of hepatocellular carci-
noma patients treated with radiofrequency ablation、in whom immunoadju-
vant therapy should be used. APASL 2024. Kyoto (2024.3.27-31) 

12. TADA Fujimasa、HIRAOKA Atsushi、NAKATANI Kosuke、HIROOKA 
Masashi、NINOMIYA Tomoyuki、HIASA Yoichi. Changes in systemic 
chemotherapy for unresectable HCC and its effect on overall survival. 
APASL 2024. Kyoto (2024.3.27-31) 

13. Hideko Ohama、Atsushi Hiraoka、Toshifumi Tada、Masashi Hirooka、
Kazuya Kariyama、Ei Itobayashi、Kunihiko Tsuji、Toru Ishikawa、Hidenori 
Toyoda、Takeshi Hatanaka、Satoru Kakizaki、Atsushi Naganuma、Tomo-
mitsu Matono、Fujimasa Tada、Kazuhiro Nouso、Yoichi Hiasa、Takashi 
Kumada. Unmet systemic therapy need for Child-Pugh class B patients with 
unresectable hepatocellular carcinoma Comparison of atezolizumab plus 
bevacizumab and lenvatinib. APASL 2024. Kyoto (2024.3.27-31) 

14. Atsushi Hiraoka. Complications of liver cirrhosis:muscle and nutrition. 

APASL 2024. Kyoto (2024.3.27-31) 
15. Emi Yanagihara、Atsushi Hiraoka、Takashi Kumada、Toshifumi Tada、

Masashi Hirooka、Kazuya Kariyama、Hiasa2Joji Tani2、Masanori Atsu-
kawa、Koichi Takaguchi、Ei Itobayashi、Shinya Fukunishi、Kunihiko Tsuji、
Toru Ishikawa、Kazuto Tajiri、Hironori Ochi、Satoshi Yasuda、Hidenori 
Toyoda、Chikara Ogawa、Takashi Nishimura、Takeshi Hatanaka、Satoru 
Kakizaki、Noritomo Shimada、Kazuhito Kawata、Atsushi Naganuma、
Hisashi Kosaka、Tomomitsu Matono、Hidekatsu Kuroda、Yutaka Yata、
Hideko Ohama、Fujimasa Tada、Kazuhiro Nouso、Asahiro Morishita、
Akemi Tsutsui、Takuya Nagano、Norio Itokawa、Tomomi Okubo、Taeang 
Arai、Michitaka Imai、Yohei Koizumi、 Shinichiro Nakamura、 Hiroko 
Iijima、Masaki Kaibori、Yoichi Hiasa. Prognostic Assessment Using the 
GNRI in Atezolizumab Plus Bevacizumab Therapy for HCC. APASL 2024. 
Kyoto (2024.3.27-31) 

16. Hironobu Saneto、Atsushi Hiraoka、Hideko Ohama、Toshifumi Tada、
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